
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度補助金交付対象事業 
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協働のまちづくり推進事業補助金とは 
この補助金は、市民力を生かしたまちづくりの実現のために、多様な団体が連携・協働し、地

域課題解決を目指して自発的に取り組む公益的な事業を支援するための補助金です。 

ここでは、下記の二つに区分して令和２年度に募集し、審査を経て令和３年度に実施した事業

の内容を報告いたします。 

 

・ӣ Ỏԃ…市民活動団体等が市以外の他の団体と連携および協働し自発的に取り組む公益的な

事業 

・ ʼỎԃ…市民活動団体等が市との協働を提案して取り組む公益的な事業 

 

 

 

■令和 3 年度事業 活動報告 目次 

事業名 応募団体名 ページ 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 

＜協働事業＞ 

代表団体：にしき傾聴クラブ 

1  
協働団体：NPO 法人ブーゲンビリア・多

摩ホスピスの会 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 

＜アイデア提案事業＞ 

キラリっ子ファミリーカフェ 

６ 
協働相手：立川市子ども家庭部子ども家

庭支援センター 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 

＜アイデア提案事業＞ 

特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

１２ 
協働相手：立川市産業文化スポーツ部 

地域文化課 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、 

虐待を防ぐ活動 

＜アイデア提案事業＞ 

SｗｉｎｇRｉｎｇ（すいりん） 

～ふたご応援プロジェクト～ 
１９ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家

庭支援センター 

※成果物等は、紙面の都合上、提出されたものの中から抜粋して掲載しています。 
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＜令和３年度 協働事業＞ 
 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 

 

補助金交付予定額： １２３，２００円 

補助金交付額（実績）：  ６３，７１１円 

 

 

 

代表団体名：にしき傾聴クラブ 

協働団体：NPO 法人ブーゲンビリア、多摩ホスピスの会 



２ 

よろず相談室 事業報告書 

 

 



３ 

よろず相談室 自己評価書 

 



４ 

よろず相談室 収支予算・決算 
 
 
 
 
 
 

収  入                             単位：円 

         

   

     

     

     

 

支  出                             単位：円 

         

 
 

 
 

 
 

   

   

   

   

     

     

  (A)   

∕
─

 

  (B)   

  (A)+(B)   
 



５ 

よろず相談室 報告会 Q&A  

令和４年７月９日に行われた審査委員への報告会での質疑応答を掲載しています。 

 

Q. どこにもないオリジナルな活動で素晴らしいと思います。イベント時を除き、大

勢の方というよりは「よろず相談室」という趣旨から、少人数の方の相談に乗ってい

るようです。一軒家の場所は人通りが少なく、じっくり相談できるロケーションにな

っていてぴったりだと思います。 

 

発表者：一軒家には３つしか部屋がなく、１回３人しか対応できません。また、相談

時間も長いので大勢に対応できないのが悩みです。また、今は専門グループで各週分

かれていますが、毎週木曜日ならなんでも相談できるという形が理想像であり、令和

４年度後半に向けての目標です。 



６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和３年度 アイデア提案事業＞ 
 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 

 

補助金交付予定額： ４９８，８１５円 

補助金交付額（実績）： ２９５，５１２円 

 

 

 

団体名：キラリっ子ファミリーカフェ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家庭支援センター 



７ 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 事業報告書 



８ 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 自己評価書 

 



９ 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 収支予算・決算 
 

収  入                             単位：円 

         

   

   

     

 
 

支  出                             単位：円 

         

 
 

 
 

 
 

   

   

   

   

     

     

   

  (A)   

∕
─

 

  (B)   

  (A)+(B)   
 



１０ 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 報告会 Q&A  

令和４年７月９日に行われた審査委員への報告会での質疑応答を掲載しています。 

 

Q.「ペアレントメンター事業」を推進していくという目標を、長期目標としてお持ち

だったと思いますが、引き続きそこを目指して事業を進めているという認識で合って

いますでしょうか。令和３年度もそこに向けた実績を積めたという実感をお持ちかど

うか、お聞かせいただければと思います。 

 

発表者：東京都では、発達障害児を育てている保護者自身がサポーターとしての支援

をする「ペアレントメンター事業」を推進しています。しかし私達自身がまだ支援を

必要としていて、子供を育てている中、その東京都のペアレントメンター育成講座で

は平日の 3 日間まるまる拘束されるため、受講できる人がいないというのが実情です。

現在キラリっ子ファミリーカフェで、ペアレントメンターの資格認定を受けて活動し

ているのは 1 名です。そのため立川市が中心となり、一緒に取り組んでいってほしい

と思います。 

 

協働者（子ども家庭支援センター）：立川市では障害児福祉計画の中にもペアレント

メンターについて目標値があり、そこに対して私達もメンターさんを増やしていく努

力をこれからどんどんやっていこうと思っております。ただ、皆様の負担のないよう

な形で考えています。 

 

Q.学校において、キラリっ子ファミリーカフェ通信の配布の対象者は、キラリに通う

生徒にだけ配られているそうですが、一般に、全員に配られるものではないというこ

とでしょうか。一般家庭との相互理解というのも必要と思いますが、それが対応でき

ないという理由があるのでしょうか。 

 

発表者：通信の配布対象は、市内小中学校の教職員、幼・保育園、子育てひろば、児

童館の職員に加えて、通常の学級に通いながら発達の不安定さがあって特別支援を必

要としているお子さんが週に 1 - 2 回通うための教室（キラリ プラス）がありまし

て、そこを利用しているご家庭に配布しています。全家庭に配布となりますと 1 万

7000 部を超えます。私達が一つ一つの学校を回り、一クラスごとにまとめた冊子、

プリントを配布しなくてはならない。その手間を考えて、今は断念しているという状

況です。代わりに啓発講座を地元の青少健や学習館に企画していただいて、講座を通

して啓発イベントを行っています。 

 

Q. 理解していただくことは大切ですが、いま手一杯ということがよくわかります。

立川市の方ではこの通信を広げていくような何かお考えはありますか？ 

 



１１ 

協働者（子ども家庭支援センター）：学校でも対応できる事務員が少なく、配布にあ

たって団体さんに冊子をまとめてもらうという下準備をしていただいた上で、学校に

協力をお願いしています。これからは紙ベースではなくオンラインや HP、電子とい

う形で、なるべく効率的に効果的にできるように模索したいと考えています。 

 

Q. 発達障害ですと、保護者の方が何らかの状況を気づいて相談される相談先は行政

では子供家庭支援センターだと思いますが、医療機関と何らかの連携を取りますか。 

 

発表者：キラリっ子ファミリーカフェとして、地域の幸こどもクリニックさんと、チ

ラシ配布の依頼をお願いするなど連携しています。 

 

Q.まずは保護者から市へ相談する場合と、直接医療機関に相談する場合と、いろいろ

事例があるかと思います。医療機関へ先に相談された場合は、どのような流れで相談

を受けますか。 

 

協働者（子ども家庭支援センター）：医療機関のご相談が実は難しく、初診されるの

も 1 ヶ月 2 ヶ月以上待ちという状況も珍しくありません。市に直接ご相談していた

だいたり、健康推進課での発達相談なども受けていただくことが多くあります。ただ、

立川市としては初診をお待たせしないよう幸こどもクリニックさんと協定を結んで、

なるべく１ヶ月以内に初診をしていただけるような取り組みもしています。協定を結

んだ医療機関さんからは情報提供をいただきながら市と繋がっています。 



１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和３年度 アイデア提案事業＞ 
 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 

 

補助金交付予定額： ５００，０００円 

補助金交付額（実績）： ４００，４１５円 

 

 

 

団体名：特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

協働相手：立川市産業文化スポーツ部 地域文化課 



１３ 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 事業報告書 



１４ 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 自己評価書 

 



１５ 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 自己評価書 

アンケート別紙 

 

• ˟  
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１６ 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 収支予算・決算 
 

収  入                             単位：円 

         

   

     

     

 
 

支  出                             単位：円 

         

 
 

 
 

 
 

   

   

   

   

     

   

  (A)   

∕
─

 

  (B)   

  (A)+(B)   
 



１７ 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 報告会 Q&A  

令和４年７月９日に行われた審査委員への報告会での質疑応答を掲載しています。 

 

Q. 今後の子供劇場の活動に参加してくれそうだなという感触があるとか、これをき

っかけに日ごろの活動に繋がったことがあれば伺いたいです。 

 

発表者：入会された方が 2 組いらっしゃいました。保育園に通ってらっしゃる方で、

たまたま個別の棚にお手紙が入っていたので子ども劇場を始めて知ったそうです。け

れども、普段のようにラックに入っているだけでは気がつかなかったと思います。ご

夫婦で参加してくださって、今も毎月の活動を楽しんでいらっしゃいます。 

 

Q. 参加された方々にメール等で連絡ができるようになった等ありますか。入会はち

ょっとハードルが高く感じると思いますが、その前段階の繋がりを温めるようなこと

はできそうですか。 

 

発表者：LINE を活用して、そちらに登録をしてくださるように会場でお願いしてい

ます。毎月活動の情報を流していますので、それを見た方が参加してくださるという

ことがあります。 

 

Q. 今後主体的に、補助金がなくてもやっていけるような手応えみたいなものがあり

ますか。これはアイデア提案事業ですので、地域文化課に公共事業として取り入れて

もらえるような試みです。さらに言うならば、他部署に加わってもらって、アイデア

提案事業の趣旨である新しい公共事業を生み出していくような可能性はありますか。 

 

協働相手（地域文化課）：事業としては非常に良いものと思っております。ただ、ア

ンケートの数字でもあったように、講演を聞いてから人形劇を見ると親側の心の持ち

方がだいぶ違ってきたので、劇だけでなく、講演とどうリンクさせていくのかという

ところを今年度考えながら、一緒にやっていきたいと思っています。初年度なので、

市の事業として取り込めるかというのはまだ何とも言えないところです。 

 

Q. 講演会と人形劇を別々にセッティングし、時間をかけて教育をし、人形劇につな

げていくということですが、つなぎ方の工夫をもう少ししていただけると良いのかな

と思います。子ども劇場といえば、私たち世代にとっては老舗の市民活動団体です。

今回の事業を通じて実施できたことは本当に良かったと思います。地域文化課と協働

して次につなげていただければと思います。 

 

発表者：令和 4 年度の事業もすでに始まっており、子育て世代の代表にリニューアル

をしました。専業主婦の時代とは全く変わってきていますので、そのことを考えなが



１８ 

ら進めてくれる若い代表が立つことで、新しい展開の事業がさらに進むと考え、ここ

からは新代表の方からお答えします。 

 

発表者（新代表）：今年度のチラシ作りが今佳境に入っています。今年度につきまし

ては、まず講演会と人形劇を一緒に見ていただくという目的で、講演者に交渉して講

演会を 1 時間にさせていただきました。話の内容としては 2 時間ほしいところです

が、確実に講演会を聞いてから人形劇を見ていただきたいという劇場の思いを講演者

にご理解いただき時間短縮となりました。話の内容は、乳幼児を連れた親子さんに対

して、どんなふうに人形劇に関わっていったらいいかという若干ノウハウに近いとこ

ろになります。その後少し休憩をはさんで人形劇を鑑賞していただきます。講演会中

は外部団体と協力して、子供たちの保育をする予定です。また、令和 3 年度の感触と

して、お父様たちの参加が大変多かったように思います。そのため今回は親子で参加

ということを大きく取り上げ、家族で楽しむ共同事業という話をさせていただいてい

ます。ご家庭に帰られてお子さんが寝た後も、この人形劇を見たこと・講演を聞いた

ことをご家族の中で共有して、さらに子育ての幅に繋げていただければいいなと思っ

て動いているところです。 



１９ 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和３年度 アイデア提案事業＞ 
 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、 

虐待を防ぐ活動 

 

補助金交付予定額： ５００，０００円 

補助金交付額（実績）： ３８６，１１６円 

 

 

 

団体名：SwingRing （すいりん） 

～ふたご応援プロジェクト～ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家庭支援センター 



２０ 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 事業報告書 

 



２１ 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 事業報告書 



２２ 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 自己評価 

 



２３ 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 自己評価 

 



２４ 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 収支予算・決算 
 

収  入                             単位：円 

         

   

     

   

     

 
 

支  出                             単位：円 
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∕
─

 

  (B)   

  (A)+(B)   
 



２５ 

 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 報告会 Q&A  

令和４年７月９日に行われた審査委員への報告会での質疑応答を掲載しています。 

 

Q.コロナ禍の中で工夫されて本当に素晴らしかったと思います。また、子供家庭支援

センターだけでなく、健康推進課や道路課とも、非常に積極的な協働の実現があった

のが素晴らしいなと思いました。その中でふたごキャラバンについて、私が現地に伺

って感じたことは、２０２０年実施時と比較して一体感が多少薄れたのかなと思いま

す。何か工夫を考えていたら教えてください。 

 

発表者：ご指摘いただいた通り、コロナ禍でテントの間隔を少し開けて設置をしまし

たが、結果として一体感を失ってしまったなというふうに思います。令和４年度は少

しまた距離を詰め、配置なども工夫しながら一体感を持たせるということに加え、コ

ロナ禍がもし落ち着いていれば、子育てに関わる企業さんや地元の商店街さんと、も

っと立川を知っていただく・もっと多胎育児を知っていただくというようなイベント

にできればいいなというふうに考えております。 

 

Q.本当に協働が進んでいるということがお話を伺ってわかりました。一方、自己評価

は「だいたいできた」という控えめな評価ですが、改善されているし期待もできるし、

もっと評価できるのではないかと感じています。控えめな評価にした理由は、おそら

く課題につながっているかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

発表者：子育て支援というものは、きっと終わりがないというふうに感じています。

そして時代によっても、子育ての仕方や、お父様お母様がたの考え方というのも変わ

ってくるので、それは私達も常にアップデートを重ねていかなければいけない。それ

が果たしてできているだろうかというような疑問が、「だいたいできた」になった理

由の一つかなというふうに思います。先ほどご指摘いただきましたように、やはりや

ってみて修正しなければならない点はどんどん出てくるので、そこは努力を怠ること

なく、これから先も継続的にやっていきたいなというふうに考えております。



 

 

 

 

報告会の詳細は、立川市ホームページへ 
立川市ホームページ、立川市 YouTube チャンネルにて、報告会の詳細やようすを知るこ

とができます。事業についてもっと知りたい方は、下記 QR コードよりご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度実施事業を募集します 
市民協働課では令和 5 年度実施事業を募集します。下記 QR コードより、募集案内をご参

照ください。 

 

֩ ᶱᵣᵾᵿᵣᵾסּ ᶍᶞ ᵶᶅᵣᶝᵸG  ֪

üᶊᵶᵬ ᷄ḱḞ  nakamura.sf@gmail.com  

  medinucare@yahoo.co.jp  

ü᷂ḱḲᶂ ḝᶶḧḲᴻ᷀ḝ ʐ  kiraricafe2017@yahoo.co.jp  

ü ☺  ᶈᶡ   npo - tkg@jg8.so - net.ne.jp  

üSwingRing ֩ᵸᵣᶩᶲ֪ ᶔᵾᵳꞌⱱḟḵḀᶼ᷄Ḑ 

 swingring.tachikawa@gmail.com  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊このプログラムに記載されている内容は、無断で転載しないでください。 

連絡・問い合わせ先： 立川市市民生活部市民協働課 

〒190 - 8666  立川市泉町１１５６－９（立川市役所２階） 

Tel 042 - 523 - 2111 （内線 2627 ）  Fax 042 - 527 - 8074  


